
	

	まえがき

	
		前回のまとめ以降に書いた日記の振り返りをまとめて電子書籍化しました。
	

		最初は絵日記ブームの中で楽しいフェリーの旅をおすすめしたくてスレを立て始めたのですが早いもので日記を初めて三年になりました。
		最近はフェリーだけでなくドライブや徒歩でのお出かけも日記に書くようになりましたが、
		このまとめを読んでくれた「」が旅に興味を持って絵日記スレを立ててくれればいいなと思います。
	


	はじめての車検 (2023 年 4 月 8 日)

	

	

	
		エブリイを買って初めて車検を迎えた話です。
		車検や定期点検の時は代車で普段乗らないような車に乗るのを楽しみにしています。
		とはいえその時に空いてる試乗車をそのまま貸してもらうことが多いのでそんなに珍しい車になることはないのですが……
		今回お借りしたのはラパンLC、普通のラパンよりちょっとおしゃれな感じの特別仕様車ですね。
	

		物珍しさに浮かれて遠くまでお出かけしたいところではありますが、借り物の車で万一にも事故を起こすわけには行かないので近場を走ってみることにしました。
		普通に考えれば素直に家に帰って待ってるのが一番安全なんですが、うちの駐車場はあまりスペースに余裕がないので借り物の車で車庫入れするのは怖いんですよね…
		昔レンタカーでアクセラスポーツ借りた時はそれなりに長い車体でお尻に妙な出っ張りがあったので、バックで壁ギリまで寄せるのが超怖かった……。
		(しかも当時乗っていたのは全長 2.7m のツインだったので、余計に普段との感覚が違いすぎて怖いという)
	

		そんなわけで、今日は松山市内で屈指の景色が素敵な道路である松山港内宮線、具体的には「免許センターと観光港の間の道」を楽しんできました。
		ここは海沿いの景色が良い道路で、天気が良いと青い空、青い海と向こう岸に見える興居島ごごしまの緑色とのコントラストが本当に素晴らしいです。
		それでいて街中からサッと行ってサッと帰ってこられる手軽さも素晴らしい。
	

	

	
		普段は素通りしてしまう「白石龍神社」にも寄ってきました。
		ここは岬のように飛び出した山の影に隠れているのでぱっと見では気づかないような神社ですが、地元の方々によって手入れされていて
		道路の途中で人通りがほぼ無いような場所でありながらお社もその周辺も綺麗でした。
	

	

	
		眼の前の海は観光港から出発するフェリーの航路なので、ここにいると船が通っていくのを眺めることが出来ます。
		この時はちょうど観光港から出発したフェリーが通るところでした。
	

	


	
		気分的にはここで青空を眺めながらのんびり過ごしたいところではありましたが、4 月とはいえ、
		海の近くにずっといると寒くなってきたので午後からは場所を移動して松山空港で時間を潰すことにしました。
		それ自体が観光地として成立しているような羽田や新千歳と比べるとさすがに見劣りしますが時間を潰すには悪くない。
		飛行機を見られるしお店もあるし。
	

	

	
		ジャンボジェットはよくタイアップでラッピング機体になることがよくあります。
		この時はエバー航空のキティさんジェットがちょうど駐機中でした。
	

	

	
		これは割と有名なスターウォーズジェット (C3-PO)
	

	

	
		そして松山空港の3階にはゲームコーナーがあるのですが、その片隅でひっそりと起動している、
		しかし誰かが遊んでいるのを未だかつて見たことがないフライトシミュレータがあります……。
		筐体を見た感じ、PC の周りにガワを DIY しているように見えるのですが、デモ画面すら無くて稼働しているのかどうかもよくわからないし
		そもそもコインを入れるところがなんかグラグラしてて取れそうというとても不安な状態です……。
	

	

	
		松山空港に来たらオススメしたいのが不定期に設置されるポンジュースの蛇口…ではなく、このみかんソフトクリーム。
		みかんフレーバーのソフトクリームに甘酸っぱい伊予柑マーマレードが添えられてとても美味。
		飛行機を降りて道後温泉や松山城への観光に赴く前に、ちょっとした休憩ついでに食べていくのが良いですよ。
	


	フェリーで学園祭に行った話 一日目 (2023 年 5 月 1 日)

	

	
		「」たるもの一度は行ってみたい (?) 「ふたば学園祭」 に行きました。
		というか学園祭に行きたいという目的のためにフェリーに乗ってきました。
	

	

	
		今回のコースは愛媛から船で広島に渡り新幹線で九州へ、そして門司港から「東京九州フェリー」で横須賀へ向かうという愉快な旅路です。
		特に今回、2019 年に運行開始した東京九州フェリーに乗るのがもう楽しみで仕方なかったです。
		瀬戸内海航路の夜行フェリーはトラックが客先に朝イチで着けるようにという需要が多いことから夜出発〜早朝到着というダイヤが大半なのですが、
		今回は深夜出発〜昼間を海で過ごして夜到着というまる一日近くを船で過ごすことになるのがワクワクしましたね！
	

	

	

	
		まずは広島行のフェリーに乗るために松山観光港へ。
		最近はフェリーに乗る時は車ばっかりだったので、電車に乗って高浜に来たのはものすごく久しぶりな気がします。
		しかしながら、今日の目的地は眼の前に見える赤いゲートの高浜港ではなくここから徒歩数分の松山観光港です。
		電車の到着時間に合わせて港までの連絡バスが発着しているのですが、ここは敢えて徒歩で朝の風景を楽しみました。
	

	

	
		観光港に到着です。これはいいシーパセオと松山小倉フェリー。
	

	

	
		そして今日乗るのはこちらのいいスーパージェット。
		今日はフェリーでのんびり 3 時間かけて海を渡る余裕はないので超特急で渡ります。
	

	

	
		途中で先行していたシーパセオを追い越すスーパージェット。
	

	

	

	
		広島からは新幹線で小倉へ向かいます。思えば新幹線に乗ったのも凄く久しぶりな気がします。
		昔はコミケに行くのに新幹線の始発で東京へ向かったりしていたものですが、最近はコミケにも行かなくなって
		東京に行くときはお手軽に飛行機に乗るようになったなと。
	

	

	
		広島駅ビルにはもみじ饅頭のお店がありまして、先日宮島に行った際の日記で「」がオススメしてくれた揚げもみじを買ってきました。
		こしあん、カスタード、チーズがありましたが、ここはスタンダードなこしあんと
		熱々のカスタードなんて美味しいにきまってるやん…ということでカスタードをチョイス。
		熱々甘々の揚げもみじにお茶がよくあうぜ……。
	

	


	

	
		今日は船の出発時刻まで結構な時間を九州周辺で過ごすことになるわけですが、この機会に
		観光で行くほどではないけど一度は行っておきたいスポットを回ってきました。
		

		小倉に到着してまず行きたかったところがこの門司駅です。
		「直 注意」「ここで転換」としつこいくらい注意書きが掲示されているように、ここを出発する電車は
		九州エリアの交流電源から本州の直流電源へと切り替わって関門トンネルに入ります。
		「関門トンネル」と称されるトンネルは日記の最初の回で通った車道、その真下を通る人道、そして先程通った新幹線と
		これから通る在来線用の鉄道トンネルがありまして、これで関門トンネルの完全踏破を目指そうというわけです。
	

		実際に通ってみると、デッドセクション通過の時に一瞬照明が落ちるのは観光客目線ではおおってなるのですが、
		当然ながら慣れてる地元の人には日常なわけで、一人でテンション上がってるのがちょっと恥ずかしかったり。
		そして長いトンネルを潜って、これが関門トンネル…という感動もそこそこに普通に下関駅へ到着しました。
	

	

	

	
		今回の旅の次の目的地はここ、「下関漁港閘門こうもん」です。
		ここは本州と隣接する彦島の間にある海峡で、潮位差がある日本海側と瀬戸内海側の間を漁船が通れるよう水門で片側ずつせき止め、
		水位を調整して通れるようにするという施設です。
		そしてその時、船が通れるように中央部分の道路が持ち上がるというワクワクするギミックを見物に来たのですが
	

	

	
		故障中でした……。

		公式で告知してくれてもいいじゃん……まあ実際にこの設備を利用する人は漁協とかから連絡受けて困らないんだろうけどさ……
	

	

	
		それにしても、こういう余所者から見ると異様ともいえる存在感を感じる大型構造物が地元の人にとっては当たり前な風景であるというのは
		いつになっても興味深いことです。
	

	

	

	
		残念な思いをしながら下関駅に戻り、そこからバスに乗って唐戸からとへ。ここから連絡船に乗って再度九州に戻ります。
		ここは「唐戸市場」という観光客向けの魚市場的な場所で、魚を買ってもよし、食べてもよしというゴキゲンなスポットでした。
		海鮮丼やお寿司といったお手軽につまめるお店もあったのですが、あろうことか下関駅の吉野家で腹ごしらえしたばかりだったという大失敗ですよ。
	

		ぜひまた来よう。「」の情報によるとクジラのお寿司とかもあるらしい。
	

	

	
		そして連絡船で九州、門司港へ。乗ってた人はほぼ観光客と思われますが 20 分おきの運行で 5 分で渡れるのは普通に便利だ……
	

	

	

	
		これはいい門司港駅。1914 年に建てられた駅舎を 2012 年から 2019 年にかけての大修繕を経て今でも使っているという歴史のある建物だそうですよ。
		門司港レトロと言われますが、外見だけじゃなくて本当にレトロな建物なんですね。
	

	

	
		内装もレトロな感じでとても素敵。
		ちなみに二等待合室跡をみどりの窓口、三等待合室跡をスターバックスとして利用しています。
	

		ここから再度小倉駅に戻り、夜まで駅前の漫画喫茶で時間を潰したらついに送迎バスに乗ってフェリーに乗船です！
	

	

	FOX・おまけ

	

	
		九州のお土産で買った「堅パン」です。
		文字通りとんでもなく堅いパンで、無理して噛もうとするとおおよそ食べ物としてはありえないような音を立てて割れる代物なので
		牛乳やコーヒーでふやかしながら食べることを公式が推奨しているという……。
	

		こういう観光客にはお土産の定番だけど、地元の人にとっては当たり前に定着していて普通に売ってる食べ物っていいよね。
	


	東京九州フェリー 新門司〜横須賀 (2023 年 5 月 2 日)

	

	
		小倉から連絡バスに乗って新門司港へ移動します。
		バスは小倉駅を 22 時過ぎに出発なのですが、その時間になるともう周りのお店も閉まり始めているし
		5 月といっても夜はまだ寒いので正直待ってるのが辛かったです……。
		バスのりばの目の前にある「あるあるCity」内に 24 時間営業のネットカフェがあるので、そこで直前まで時間を潰せるのが救いでした。
		そこが満員だったら寒空の下で何時間も待つ羽目に。
	

		今回乗った船は「すずらん」、残念ながら東京九州フェリーの開業に合わせて新造された船ではなく、
		通常は新日本海フェリーとして運用されている船で多客期のみこちらの路線で運行されるようです。
		港につくとまずその大きさに圧倒されました。
		オレンジフェリーの新造船「おれんじ おおさか・えひめ」の総トン数 (船の大きさの大体の目安) 約 15,000 トンをさらに上回る 17,400 トン恐るべしと行った感じです。
	

	

	
		
		
	

	
		最近はフェリーの雑魚寝部屋が敬遠されがちであるというトレンドに則り、この船も全席個室になっています。
		その中でも今回私が利用したのは一人用の簡易的な個室「ツーリストS」です。
		元大部屋だったのをパーティションで区切り直しているので、プライバシーは確保されるのですが壁の上下が空いていて
		照明と空調は共用になっているという、ネットカフェのボックス席みたいな感覚でしょうか。
	

		船の予約時に発行される、乗船券として機能する QR コードがそのまま部屋の鍵になるのでスマホに QR コードをダウンロードしておいて
		いざ部屋へ！と思ったらここでトラブル発生です。なんと部屋の QR リーダーが QR コードを認識してくれない。
		スタッフの方に相談したところ、紙に印刷してくれたのでこれで無事部屋に入ることが出来ました。
		乗船手続きの時はちゃんと読めたのにな……。
	

	
		
		
	

	
		船に乗ると備え付けのテレビでつい見てしまう現在位置表示。
		特に今回はほぼまる一日船の中なので、現在位置の見甲斐があるというものです。
		ちなみにこのテレビ、HDMI 入力がついている上に親切なことにベッドの脇の机まで端子が伸びてきています。
		なので携帯ゲーム機を持ってる人だとここでテレビに出力して遊び放題ですな。
		ついでに電源コンセントに USB の A と C の端子もついてたりして、地味に現代的になっているのが素敵。
	

	

	
		出港は 23:50、この日は昼間さんざん歩き回って疲れていたので船内を探検することもなくすぐ寝てしまい、翌朝はゴキゲンな朝食からスタートです。
		いつも瀬戸内海航路しか乗っていないので外洋に出る船の揺れ具合がわからなかったので、船酔いしにくいように
		あっさりしたおかゆセットで朝御飯。
	

	
		
		
	

	
		そしてお昼ご飯の焼きカレーと晩御飯の丸天うどんいいよね。
		三崎港のまぐろ丼とか博多めんたいバターうどんとか魅力的なメニューもたくさんあるのですが、
		酔ってしまうと全てが台無しになるのでここはぐっとこらえる。
	

		ちなみに、レストランは朝昼晩、それぞれ1時間位しか空いていないのですが、その時間を外してしまった人は
		隣接するカフェが時間をずらして営業するのでそちらで軽食を食べることが出来ます。
		そしてセレブは完全予約制のグリルでコース料理をいただいたり、あるいは屋外でバーベキューを楽しんだり出来るようですが
		私には縁のない世界の話だ……
	

	

	
		フェリーといえばやる気のないゲームコーナー良いよね…
		故障率がやけに高いのがいっぱいかなしい。
	

	

	

	
		この船は太平洋上を航海するのでこの通り、周りは全部海です。
		……と思いきや実はそれほど陸から離れているわけではないので、今回の場合だと左舷側には常にどこかしらの陸地が見えているし、
		スマホもデータ通信はそこそこに出来たりします。
		音声通話のように継続的に接続を維持するのは難しいでしょうが、虹裏する分には差し支えないぞ！
	

	

	

	
		公式サイトによると「すずらん」の航海速力は 27.5 ノット、約 50km/h だそうです。
		持ち込んだハンディ GPS で測ってみるとなるほどそれに近い速度は出ていますね。
		一般的にフェリーの速度は 20〜30 ノットくらいらしいので、この船はかなり速い部類のようです。
		ちなみに私が広島に行く時によく乗っている「シーパセオ」は 14.5 ノットだそうで、瀬戸内海の近距離向けなのでゆっくりなんでしょうね。
	

	

	
		朝 10 時過ぎくらいに横須賀から出発した下りの「すいせん」とすれ違いました。
		すれ違い直前にアナウンスがあったので、デッキに見物の人がたくさん出てきています。
		自動車だと対向者とすれ違うなんて当たり前なんですがフェリー同士のすれ違いとなると急にイベント感出てくるのは不思議な感じです。
	

	

	
		いくつかある部屋のグレードのうち、「ステートA」については部屋に窓がついているものの、内側向けなので海が見えないとされています。
		どうなっているのかと思えばこんな感じに窓が部屋に対して斜めについてて、向かい側の部屋を覗けないようになっているようです。
		明り取りと割り切った構造ではあるけど写真の一番手前の部屋は明り取りにすらなっていないような……
	

	

	
		
		
	

	
		船の前部には「フォワードサロン」という部屋があって、ソファーでくつろぎながら前面展望を楽しむことが出来ます。
		入口があまりにもさりげなさすぎて、入っていい部屋であることすら気づかない可能性もありだな！
	

	

	
		夕方になると左舷後方、伊豆半島の向こうに日が沈むところを眺めることが出来ます。
		とても天気が良かったので日が沈む様子をたっぷりと楽しむことが出来ました。
	

	

	
		日が沈めばまもなく約 21 時間に渡る船の旅もおしまいです。
		横須賀の地に降り立ったは良いけどもうお店も空いてないので、京急に乗って蒲田に直行しました。
	


	フェリーで学園祭に行った話 三日目 (2023/05/03)

	

	
		ほぼまる一日を船で過ごすというゴキゲンな体験を経て蒲田に一泊したら今回の旅のメインイベント、「ふたば学園祭」です。
		残念ながら会場内では写真を撮れてないのでここはほとんど文章だけになります。
	

		PIO の 1 階ホールが会場でだいたい真ん中 1/3 くらいがサークルが本や展示を出品するスペース、
		道路側 1/3 がお習字やコスプレ撮影スペース、奥側 1/3 がライブカメラ、虹裏格ゲー、その他のイベントスペースと行った感じでした。
		コロナ禍の時期に多くのイベントが自粛されて、サークルとしてもイベントからネットに活動の場が移ってしまったのか
		スペースの配置は大分寂しい感じでした。
		コロナ禍もある程度安定化してまた徐々にイベントに人が戻ってくれれば良いのですが。
	

	

	
		お習字のコーナーは特に事前受付が必要なかったので、私も一枚書かせてもらいました。
		絵日記を書いてる他の FOX のお習字を見かけたのはおぉってなりましたね。
		スレでよく見かける絵でもリアルで見ると実際にこの「」がここにいるんだ…って妙な感動があります。
	

		会場を練り歩いていたコスプレの人は艦これやニア・オートマータといった正統派な人、やけにマッシブなウマ娘の人、
		あとやたらと存在感のある輝くオシッコマンの人やサカバンパスピスの頭だけコスプレな人などなど、
		文章で説明しても実際に見た時の衝撃が伝わらないのがつらいところではあります。
	

	
	
	
		私が会場で買った本はこんな感じでした。入院・病院の合同誌って医療関係者あるあるかと思いきや入院体験記も盛りだくさんで入院経験ありの「」多いな！ってなりました。
		あと救急病院怖ぇ〜。
	

		その他にもしっかりした装丁で読み応えのあるゲーム解説本や交通事故のメカニズムを解説するコマ漫画 (実際に警察署の依頼で作成したものだそうです)、
		大きな声で言えないおくすりの本など、「なるほど、こういうのもあるのか！」と孤独のグルメに出てきそうなリアクションをとりそうな戦利品の数々です。
	

	


	
		さて、実のところ会場を一通り回り終わって昼過ぎには会場を後にしてしまったのですが、
		というのもこの近くにある「七辻」を一度見ておきたかったからなんです。
	

	

	
		七辻とは文字通り 7 つの道路が交わっている辻、つまり交差点で、「七叉路ななさろ」という表現をされる場合もあります。
		住宅街のど真ん中でそれほど交通量がないので交差点の真ん中に立ってグルッと見回し、確かに七本の道路がこちらに向かっていることを確認して
		妙な満足感を得ることが出来ました。
		道路と建物の位置関係から、七本のうちどこか一本から周りを見回しても残りの六本全てを写真に収めることが出来ないという絶妙なギミック感もポイント高かったです。
	

		PIO から七辻まで徒歩十分くらいなので、来年の学園祭のときには「」もぜひ見に来ましょう。
		何なら羽田空港から出ている蒲田駅行のバスに乗ればそのままズバリ、「七辻通り」というバス停が最寄りになっていますよ。
	

	


	

	
		そしてもう一つ、今回ぜひ行きたかったのがディスカウントスーパーの「ロヂャース」です。
		おっぱい大好きなきつねとしては、生ろぢゃ美さんはぜひ一目拝んでおきたかった次第。
		埼玉県中心に展開しているので一見するといつでもすぐに行けそうなのですが、
		私が東京に行くときはだいたい京急沿線 (あとアキバ) をうろついているので埼玉まで行くのは結構遠い。
		それでいてロヂャースはどうも自動車で行くのが前提らしきところがあって、駅から微妙に遠い店舗が多いんですよね……
		(ロヂャースに限らず郊外型スーパーはそういうものだろうと言われればまあその通り)
	

		今回はかろうじて徒歩でも行きやすいそうな浦和店に行ってきました。
		図らずしもろぢゃ美さんの原作者 (?) である原島さんがバイトをしていたというある意味聖地巡礼でもあります。
	

	

	
		噂通り、店内のどっちを向いてもろぢゃ美さんでいっぱいな幸せな時間を過ごすことが出来ました。
		ろぢゃ美さんの凄いところはあくまで POP のキャラクタなので、各コーナーの商品に合わせた衣装やリアクションが
		ものすごく多彩に描かれているところなんですよね。
	

	

	
		浦和店の最寄り駅、南与野駅は新幹線が並走しているのでホームから通過する新幹線を見ることが出来ます。
		駅前にはマンションが建っているので、ここに住んでいる子供なんかは窓から日常的に新幹線を眺めることが出来て
		買い物に行けばロヂャースでおっぱいを眺めて過ごすという、とんでもない性癖に育ってしまいそうですね。
	


	

	
		浦和から蒲田のホテルに帰る際、むやみやたらと遠回りして川崎の「パンダエクスプレス」で夕食を食べてきました。
		ここはいわゆる「アメリカン中華」のお店で、テイクアウトするとアメリカのドラマで刑事が食べてるような
		四角い箱に入った中華をお持ち帰り出来るというゴキゲンな店…だったのですが、うっかりイートインにしてしまったので
		普通に食器でお出しされてしまいました。
		もちろん中身はイートインでも同じなので同じように美味しいのですが。
	

		これは炒飯チャオメンというもので、要は焼きそば、
		それと「クンパオチキン」なる鶏肉と野菜、ピーナッツの炒めものです。
		他にも「オレンジ・チキン」「モンゴリアンポーク」「ブラックペッパーサーロインステーキ」などなど、
		塩と脂とカロリーで全力に殴りに来るようなメニューが並んでいて目移りして大変でした。
		今回は一品で抑えましたが、ぜひまた来よう、そして今度こそテイクアウトの紙箱で不味そうな顔をしながら貪ろう。
	


	ねんがんのSSDを手に入れたぞ! (2023 年 6 月 10 日)

	

	
		現在ゲームをするために使っている PC に買い替えたのが 2021 年の 10 月のこと。
		その時点では 1TB の SSD を買ってしばらくは安泰だろうと思っていたのですが、わずか一年半で既に残りが 60GB にまで減ってしまっていました。
		にわかに信じがたいことですが、今どきのゲームは 1 本で 10GB は当たり前、100GB 以上使用することも珍しくないんですね。
		漫画「機動警察パトレイバー」で「今どきのゲーム 1GB や 2GB は当たり前」というセリフがありましたが、今となってはその 100 倍も当たり前になったんですから恐ろしい時代です。
	

	


	
		私がインストールしているゲームだとムービーや音声の多い FF14 やエースコンバットはもちろんとして、ゲーム全編 HD 画質の実写動画な JRE トレインシミュレータもかなりのもの、
		そしてオープンワールドな上に車の種類がむちゃくちゃ多い Forza Horizon がえらいことになっています。
		特に 5 については現在もシーズンごと (約 1 ヶ月毎) にアップデートで新車が追加されるので、現在進行系でえらいことになっています。
	

	

	
		使っているマザーボードはありがたいことに M.2 のスロットが 2 個ついてたので M.2 の SSD を追加で増設することにしました。
		したのですが、困ったことにスロットがビデオカードの下に半分隠れていたので一度ビデオカードを外してから取り付けて、また元に戻すという作業をすることに。
		こういう作業の時はマザーボード横置きのケースのありがたみを感じます。
		それにショートサイズのビデオカードなので取り外しもやりやすくて助かる……
	

	

	
		新しい SSD は大容量 4TB! えらい!! これで当分容量が枯渇することはないでしょう……たぶん……。
		ちなみに、2 つあるスロットは C ドライブの方は Gen.4 で今回新しく挿した方は Gen.3 らしいのですが、きつねには難しいことはよくわからないよ。
		ひとまずでかいゲームだけ新しいドライブに移したところ、200GBくらい確保できました。これだけ空いていれば Windows Update でエラーになるようなことはないでしょう。
	

	

	
		前の PC から引き続き使っている GTX1060 ですが、私がやるようなゲームの範囲ならまだまだ十分快適に使えるので買い替え時を見逃し続けているのですが、
		最近高負荷時に一瞬画面が消えるという現象がちょくちょく起こるようになってきました。
		前に使ってた GTX660 の末期症状に似ているのですが、ついに買い替えを迫られているということだろうか。
		それならそれで次に買い換えるとしたら何にしようかと妄想するのも楽しいです。4090 とかはさすがに高すぎるのでまだ買えそうな値段の 4060ti とか？
	

	

	
		ところで、何故この時期に SSD を増設したかと言うと、7 月に Diablo4 が発売されたのでそれに備えていました。
		実のところ 4 が初 Diablo だったので楽しみにしていたのですが、いざプレイしてみると……その……なかなか微妙でしたね。
		シリーズのウリのはずのシーズン制も 2024 年 3 月現在のシーズン 3 時点でまぁなんというか、微妙ですねとしか言いようのない感じで
		続いて 4 月開始のはずの新シーズンも延期という、リリースから 1 年も経たないうちに崩壊の予感を感じる有様です。
		正直シーズン 5 くらいでサービス終了になるんじゃないかという空気がただの 1 プレイヤーながら心配になってきます。
	


	スカイレールサービス (2023 年 7 月 15 日)

	

	
		広島駅から山陽本線で東へ数駅、瀬野駅から乗ることが出来る新交通システム「スカイレール」に乗ってきた話です。
	

	

	
		この駅の北側に山を切り開いて宅地化した、いわゆるニュータウンである「スカイレールタウンみどり坂」という住宅地があるのですが
		そこへは急な坂を延々登らなければならないので、マイカーが無い人のための公共交通機関として小型のゴンドラを懸垂式モノレールのような仕組みで移動させる乗り物が開発されました。
		通常の鉄道ではとても登れないような急斜面でも通すことが出来て、しかも高架なので住宅地のど真ん中を通すことができる、というのが当時のメリットだったようです。
	

	

	
		麓？側の駅はJR瀬野駅に直結で、電車を降りると山に向かって伸びていくモノレールが見えています。
		今ではマイカーが一家に一台が当たり前の時代になってしまったのですっかり利用が落ち込んでいたようですが
		それでも車を運転できないお年寄りや学生への需要はあるようで、私が行った日も部活帰り？の学生さんがたくさん乗り込んできました。
	

		モノレール自体はは羽田空港や伊丹空港から出ているのを何度か乗ったことがあるので特に物珍しさはなかったのですが、
		住宅地の上空を通っていくのは初めての体験で正直テンションが上がりました。
		もっとも、山上の住宅地に住んでいる人向けの路線なので終点まで乗ったところで家しかありません。
	

	

	
		きっぷはこのようにQRコードを読み込むタイプです。前に乗った沖縄のゆいレールもそうでしたが、
		機械的な可動部を減らしてメンテナンス性を向上できるので小規模な事業者はコストの節約のためにQRコード式にするようですね。
		一方で古典的な磁気式に比べると読み取り速度が遅いのと、慣れてないお客さんだと上手いこと読み取れなくて余計に遅くなる場合もあることから
		利用者の少ないところでしか使えないとか。
		ちなみにGoogle LensでこのQRを読んでみたのですが、非ASCIIのデータが格納されていて正しく読み取れませんでした。
	
	
	
	
	
		山を切り開いて住宅地にしただけあって？地域内のほぼ全ての道路がこのような坂道になっています。
		普通、こういう傾斜した土地を開発する場合は家に面した道路は極力水平にして地区間を結ぶ道路で高低差を埋めるものなのですが、
		それすら出来ない急斜面を開発したということか……
	

	

	
		地区間を結ぶような道路は坂と坂でこのような大変なアップダウンになっています。
		レイジレーサーかよと。
	

	

	
		終点のみどり中央駅の隣には公園があるのですが、商店の類は一切なく、最寄りのスーパーまではまた山を降りていかなければなりません。
		急に夜中のコンビニで買食いしたくなる私には絶対に住めない街だ……
		駅に売店などがないのはまだいいとして、自販機まで開店休業状態にしなくても……
	

	

	
		この日はちょっと曇っていたのだけが残念。晴れていたら空中から見下ろす瀬野の町並みに大興奮していたに違いない。
	

	

	
		そんなスカイレールですが、ついに 2024 年 5 月で廃止が決定してしまいました。
		廃止後は代替のバス路線が運行されるようで、路線図を見た感じだと概ねスカイレールの現在の駅を結ぶように走り、みどり中央からタウンの外周をぐるっと一周する路線のようです。
		現在の駅から離れた場所の家に住んでる人はバス停が近くになる可能性があるので、そういう点では便利になったと言えるのではないでしょうか。
		来る途中にバスの営業所らしきものが見えて、そこに運転士募集の広告が挙げられていました。
	

		というか、正直なところ今までよく運行を続けていたと言うか、開業当時がバブル真っ盛りだったということを差し引いても
		どういう需要見積もりで建設したのか首を傾げる路線だと思います。
		画像に描いているようにゴンドラは小さくてせいぜい 10 人乗りくらい、朝夕のラッシュなんかどう考えても捌き切れないだろうというサイズです。
		そして路線の途中に大規模な車両基地があるわけではなく、予備の車両は両端の駅に 1 両ずつ待機している程度なので
		増発で路線の容量を挙げることも無理だという。
	

	

	

	
		ところで、前述の瀬野駅ですが、ここは鉄オタには有名な「セノハチ」と呼ばれる地域で、瀬野駅と隣の八本松駅の間は長い峠越えのため
		蒸気機関車の時代には重連 (複数の機関車を連結して牽引すること) でないと通過できない場所だったようです。
		調べたところ、現在の電気機関車の性能であっても登りは重連で通過するということだったので通過しないかしばらく待ってみたのですが、
		残念ながら下り路線しか来ませんでした。
	

	

	
		蒸気機関車時代はここで補機を連結するために駅施設もそれなりに大規模だったようで、
		駅前に旧機関区跡を示す看板が建てられています。
	

	

	

	
		JR とスカイレールの駅の連絡通路にこのような瀬野駅の歴史について書かれた展示がありました。
		また、駅前には蒸気機関車の時代にここに大規模な車両基地があったことが示されています。
	

	

	
		電気機関車が大出力で運転できるよう、この区域は架線が二重になっています。
	

	

	

	
		ちなみに、広島駅の隣にはブロリーがやってくることでおなじみのイオンモール広島府中があります。
		ここには蒸気機関車が展示されているのですが、これは残念ながらセノハチを走っていた機関車ではなく
		今は亡き可部線、三段峡駅に展示されていたもので特に可部線で運用されていたものでもないようです。何故。
	


	三津浜花火大会 (2023 年 8 月 5 日)

	

	
		昨年に続いて三津浜みつはまの花火大会を見に行きました。
		大混雑している伊予鉄や JR を横目に悠々と自転車で会場に行けるのは地元のちょっとした優越感だと思います。
	

	
	
	
		昨年同様、会場周辺はまだ明るいうちから屋台で賑わっておりまして、屋台メシで早めの夕食にありつくのもお祭りの楽しみです。
		冷やしキュウリ！牛タンの串焼き！なんか具が少ない焼きそば！どれも平時ならイマイチなのでしょうが、祭りの賑わいの中で
		空いている場所を探して外で行儀悪く食べるという非日常感が最高の調味料です。
		キンキンに冷えたビールでも飲めば蒸し暑い夏の夕方にたまらない美味さだろうと思うところですが飲酒運転で (自転車ですが) 帰るわけには行かないので
		ここはコーラにしました。というかビールは 500 円とかの祭り価格になってるのにソフトドリンクは普通に自販機で売ってて 130 円だという。
	

		逆光になってて若干見づらい画像右上の写真は三津浜港で営業しているラ・ムーの駐車場です。
		毎年花火大会のときには無料開放されている割に意外と空いていて (駐車場の面積が圧倒的というのもあるのですが)、しかも
		花火の打ち上げ場所から 100m もないという無料で花火鑑賞するには最適の場所です。
	

		「無料で」と言いましたが一方で海岸寄りの場所は予約制の有料席として確保されていて、椅子やテーブルも用意されているので
		家族やグループで観に行く場合は確実に座れるこちらのほうがおすすめです。高いけど。
	

	
	
	
		昔のスマホやデジカメは暗い場所で撮影するとシャッタースピードが落とされてボケボケになっていたのですが、
		最近はちゃんと自動的に夜景モードになってくれて綺麗に撮れるんだから素晴らしいですね。
		拡大してよく見ると割と強引な画像補正がかかっているのがわかるのですが、それはそれで。
		しかしカメラを構えては見るものの、生の花火の光と音、衝撃の迫力はシャッターを押すのを忘れてしまう程です。
		スマホの画面なんか見てる場合じゃねえ！ってなってしまいますね。
	

		最近はある程度大規模な花火大会になるとネットで生中継されたりしていて、お家で高画質で楽しむことも出来るのですが
		ぜひ一度くらいは生の花火を間近で見てほしいと思います。
		迫力が違うから！まじで！
	

	
	
	
		約 1 時間の光の祭典を終えた帰り際、駐車場は花火の煙で覆われていて無駄に幻想的な光景になっていました。
		これから頑張って自転車を漕いで家まで帰ります……。
	

	
	
	
		会場からの公共交通機関は伊予鉄、もしくはJRなのですが、駅へ続く道はこの通り大渋滞、当然ながら駅も大混雑です。
		自転車で帰れるご近所民の優越感に浸りながら帰りますよ。
	


	大三島フェリー 今治〜大三島 (2023 年 8 月 12 日)

	

	
		
		
	

	
		急に思い立ってフェリーに乗ってきました。前に今治から北西の「岡村島」に渡って広島方面へ行ったことがありましたが、
		今回は今治港から北へ進み、大三島へと渡る航路です。

		大三島はしまなみ海道によって橋で繋がっているので陸路でも行くことが出来ますが
		今治から大三島の西側の宗方港、さらに隣の島の大崎上島を結ぶ航路が現役なのでこれを宗方まで乗ってみました。
		岡村島に渡ったときも同様だったのですが、今治から車でフェリーに乗る時はバックで乗船しなきゃならないのが超怖いんですけお！！
	

	
		
		
	

	

	
		海の上でも船室内はクーラーの聞いた快適な空間なのですが、暑い夏はフェリーの甲板で風を浴びながら海を眺めるのが気持ちいい……
		明石海峡大橋や瀬戸大橋は橋の下部に鉄道施設用のガッチリした鉄骨が組まれているのですが、最初から道路のみで建設した来島海峡大橋は下部がシンプルですね。
	

	

	
		小規模な船なので、トイレは船室内ではなく外部デッキに設置されています。いかにも後付なトイレと洗面台が味わい深いです。
	

	

	
		宗方港に到着です。見るからに地元の人用のかんたんな待合室があるだけの港です。
		画像で「大型トラックはおろせなさそう」と書いたように、そもそも船の規模的に大型車は載せられないのもありますが
		港を出てすぐ、すれ違い困難なクソ狭い道が続くのでトラックはマジで下ろせないと思います……
	

	

	
		島の西側を海岸線沿いに北上すると、スーパー銭湯「マーレ・グラッシア」があります。
		ここは特に観光施設というわけではなく、もっぱら地元の人向けの保養施設的なものなのでお客さんもおそらく島内の人であろうと思われる様子でした。
		ここは温泉ではないようですが、海水風呂というものがありましてその名の通り海水を温めたお風呂に入れます。
		ちょっと舐めてみたらなるほどたしかに塩辛い……
	

		海を眺めて入ることが出来る展望風呂もあるのですが、これはちょっとショボすぎて笑ってしまいました。
		裏庭に普通のバスタブを置いただけのお風呂で確かに海も見えるのですが、それ以前に眼の前の道路が見えるという。
		逆に迂闊に立ち上がると道路からこちらが見えてしまって、ちょっとこれはどうなんだという感じでした。
	

	

	
		銭湯の隣には関西圏の「」には「は・か・た・の・しお！！！」の CM でお馴染みと思われる伯方はかた塩業があります。
		伯方といいつつ隣の伯方島ではなく大三島に工場があるとはこれ如何に。まあ本社はちゃんと伯方島にあるようですが。
		ちなみに大三島工場は見学も受け付けていて、一人でも受付可能らしいです。また機会があれば今度は工場見学もしてみよう……。
	

	
		
		
	

	
		お風呂で汗を流したら車に戻り、また汗を流しつつ島を半周します。
		島の北側まで回って海水浴場からウェーイ系な学生？が大騒ぎしているのを横目に海の向こうを見ると、「うさぎ島」こと大久野島おおくのじまが見えます。
		また、島の真ん中に巨大な鉄塔が建っているのが見えますが、これは送電用の鉄塔としては日本一の高さなのだそうです。
		広島から大久野島を経て大三島への送電用で、経路上の海を船舶が通れるように 226m もの高さになったそうですよ。
	

	

	
		さらに島を回って東側へ、帰りはしまなみ海道に上がって陸路から本土？へ帰ります。
		しまなみ海道は徒歩や自転車でも渡れるため、「自転車で海を渡れるサイクリングコース」をウリにしているところがあり、
		サイクリストの休憩スポットの一つとして大三島ICの直近に道の駅「多々羅しまなみ公園」が設置されています。


	

	

	
		航空写真で見ると「CYCLISTS SANCTUARY」の文字が……
	

	
		
		
	

	
		今日のしまなみ海道は大三島〜今治の範囲だけなので乗った途端にゴールです。写真はゴール間近の来島海峡サービスエリア。
		2枚目の画像は記念撮影用のオブジェです。
		来島海峡大橋をバックに「映える」写真を撮って投稿しましょう。
		私の場合はここから今治で降りて海岸線沿いにR196を松山まで帰るので、時間帯によっては強烈な夕日で前が見えねぇ…状態になるのを避けるためにここで日没まで待ってから出発します。
	


	鉄道歴史パーク in SAIJO (2023 年 9 月 17 日)

	

	
		画像のタイトルの通り、急にサービスエリアに行きたくなったのでお出かけしてきました。
		松山から高速道路に乗った場合、高松方面なら石鎚山いしづちさんサービスエリア、宇和島方面なら伊予灘パーキングエリアが最寄りのいい感じなエリアなのですが
		今回は石鎚山に行ってきました。
	

		サービスエリアって無駄にテンション上がるので、ちょっと休憩で入っただけなのにトイレ行って無料のお茶飲んで道路情報を意味もなく眺めて
		休憩に立ち寄った高速バスを眺めて…としているうちに気がつくと 1 時間近く居座ってたということもよくあります。
		この日は朝から天気が良かったので午前中にサービスに到着してぶらぶらしつつ、フードコートで画像の鯛バーガーと四国銘菓のタルトの天ぷらを食べてみました。
	

	

	
		鯛バーガーは地元の西条農業高校とのコラボメニューで瀬戸内で捕れた鯛に伯方の塩と瀬戸内レモンの塩だれで味付けしたあっさり風味なバーガーです……

		が、あっさり故に今ひとつパンチが弱いのが残念なところ。
		並ぶメニューが小豆島のオリーブ牛 100% バーガーなのが正直厳しい。今日は鯛食うぞ！と心に決めてなければ私もこっちにしてたと思います…
	

		タルトの天ぷらは四国のがっかり銘菓として名高い「の」の字の方のタルトを天ぷらにしたもの。
		広島のもみじ饅頭だって天ぷらにしてるんだからタルトの天ぷらだって美味しいはず！
		美味しいことは美味しかったのですがカステラ部分にたっぷり油が染み込んでえらい事になってた！
		ゆず風味の餡の爽やかな風味でくどさが中和されていたのが幸いでした…
	

	

	
		あと、写真は撮れていないのですが売店の隅でひっそり営業していて前から気になっていた「みかん生搾りジュース」も体験してきました。
		普段なら割高感で手を出さないだろうと思うのですが今日はなんだかテンション上がってたので、つい。
	

		お金を払うとマシーンにみかんが丸ごと装填されて、いい感じに実を潰して果汁を搾り出してくれるので搾りたての果汁を氷で冷やしていただきます。
		加工品のみかんジュースは砂糖を加えて甘めに仕上がっているのが多いのに対して、みかんそのままだと若干酸っぱいのが新鮮な体験です。
		もしかすると氷を入れない常温で頂いたほうが味が濃くなって美味しかったのかもしれない、と今になって思いました。
		みかんは冷蔵されてたので搾りたて状態でも多少冷たいだろうし。
	

	

	
		サービスエリアに来ただけでそのまま帰宅するのは寂しいので、次のいよ西条で一般道に降りたらちょっと引き返し、
		JR伊予西条駅前の「鉄道歴史パーク in SAIJO」へ。
		ところで地元の方や関係者の方々には申し訳ないのですが、「in SAIJO」は最高にダサいと思います。
	

	
		
		
	

	

	
		ここは駅を挟んで南北にテーマパークが設置されていて、北棟には初代東海道新幹線である 0 系とDF50型ディーゼル機関車。
		南棟には C57 蒸気機関車、キハ 65 急行車両、DE10 ディーゼル機関車、そしてフリーゲージトレインの実験車両 GCT01 が保存されています。
		南棟には鉄道系テーマパークのお約束である鉄道模型のジオラマもあるよ！
	

	

	
		それほど広くない館内にどーんと置かれている車両が目立ちますが、外周部にはこのようにかつて予讃線で使われていた鉄道施設の実物が展示されています。
		これは何に使うものなのか正直良くわからないのですが、「解錠」「発信」というラベルがついているので信号制御に関する機械でしょうか。
	

	

	
		なぜこんなところに (超失礼) 鉄道のテーマパークが？と思われるかもしれませんが、西条市は
		新幹線建設当時の国鉄総裁である十河そごう信二しんじ氏の出身地であるためです。
		新幹線建設を語る場合、どうしても技術的な側面から語られる事が多いのですが、十河氏は世界銀行からの建設費借り入れを実現したりと
		「政治とカネ」の側面から新幹線の実現に尽力した人なんですね。
	

	

	

	
		もう一つここでぜひ「」に紹介しておきたいアトラクション（？）がこれ。
		南館には飲み物の自販機があるのですが、ここだけわざわざ瓶の自販機が置かれています。
		今どきイオンモールとかにある駄菓子屋もどきかヴィレッジヴァンガードくらいでしか見かけないやつです。
	

	
		
		
	

	
		ともかくここで瓶のジュースを買ったら展示されているキハ 65 に乗り込みます。
		そうして適当な席に座って車窓の風景に思いを馳せながらテーブルの下にある栓抜きで瓶のフタを開けてジュースを飲む！という昭和な体験が出来るというやつです。
	

		それで何が面白いんだと言われれば正直何も言い返せないのですが、私のようなおじいちゃんがドヤ顔で思い出話のネタにできるということで……。
		ちなみに某ネトゲ内のチャットで懐かしネタのつもりでこの話をしたところ、ほとんどの人に通じませんでした…
		果ては「栓抜き」を知らない子までいて嘘やん……となったのですが、敢えて何も言わなかった！
	


	オーシャン東九フェリー 東京〜徳島 (2023 年 10 月 30 日)

	

	
		学園祭の時に東京九州フェリーに乗って上京しましたが、今回は東京からオーシャン東九フェリーに乗ってきました！
		といっても九州まで乗り切ったわけではなく、途中の寄港地である徳島までですが！
	

		2019 年に東京九州フェリーが開業するより前から東京〜九州間のフェリー路線として活躍していたこの路線、
		現在は 4 隻体制で東京〜徳島〜門司間を約 35 時間かけて航行します。
		東京、門司の出港が 19 時、徳島到着が東京行は 9 時過ぎ、九州行は 13 時過ぎなので
		徳島発着で利用する場合はマイカー無しでも利用しやすい路線だと思います。
	

	

	
		
		
	

	
		最近のフェリーは部屋が豪華になったこともあってグレードが細かく別れていたりするのですがこの船ではシンプルに
		四人個室、二人個室、相部屋に加えてオプションとしてバリアフリー、ペット同伴可の部屋というシンプルなグレード構成。
		相部屋といっても昔ながらの雑魚寝の二等船室や古臭い二段ベッドではなく、最近流行りの階段式の互い違いになった二段ベッドでプライバシーも改善しています。
		そして私は今回二人用個室にしました。繁忙期でない限り個室を一人で予約しても相部屋にならないというありがたい予約システムになっていて素晴らしいです。
		ちなみにスレ画像で FOX が転がっている右側の壁が折りたたみ式の二段ベッドなんですが、今回は敢えてベッドを使わずに床に直にマットレスと毛布を引いて贅沢に寝ました。
	

	

	
		東京を出港してすぐ、ライトアップされた東京ゲートブリッジを潜ります。こんな夜景でも自動設定任せで綺麗に撮れるいまどきのスマホえらい！
		もう少し夏場なら東京湾から見る都会の夜景を楽しんだところでしたが今回は寒かったのと風が強かったので、写真を撮ったら早々に室内に退散しました。
	

	

	
		ところで今日の夕食は船内の自販機で買った冷凍食品の上海やきそばです。
	

	
		
		
	

	
		この船はレストランが無いのですが、その代わりに冷凍食品の自販機がやけに充実していて、フェリー会社自身も「自販機のフェリー飯」として半ばウリにしているところがあります。
		ロビーにはこの通りたくさんの自販機群が並んでいて、買ったものは向かい側に並んでいる電子レンジ群で温めることが出来ます。
		しかも自販機ごとに対応する電子レンジが決められていて、プリセットされた番号を押すだけでいい感じに温めてくれる親切設計です。
		ちなみにこれらの電子レンジは業務用の 1800W なので持ち込みの食品はこれで温めるのはダメ！絶対！！です。
		左端の「A」の自販機だけは家庭用と同等の出力になっていてこれだけは持ち込みの温め OK なようです。
	

	
		
		
		
		
	

	
		自販機のうちいくつかの写真を撮ってきました。
		前述の焼きそばやスパゲティといった麺類やドリア、カレーのようなご飯もの、フライドポテトに唐揚げ、焼き鳥のようなおつまみに
		変わったところでは助六寿司やスコーンなどもあり、冷凍食品オンリーとはいえなかなかの充実したメニューです。
		冷凍食品以外にもカップ麺やパン、お菓子、乾き物のおつまみなんかもありました。
	

	

	
		トラックドライバーの利用が多いことを考慮してか、コインランドリーが2機設置されていました。
		洗濯物が少量 (1.5kg まで) の場合は 500 円で洗濯 40 分、乾燥 60 分とあります。…長くない？
		洗濯はまあそんなもんか？と思いますが乾燥 60 分は長いような……陸のコインランドリーみたいにでかい機械じゃないからこういうもんなんでしょうか。
	

		今回はせっかくなので、私もここで前日までの洗濯物を洗ってみましたよ。
		船を降りたらもう帰るだけなので別にここで洗濯する必然性はないんですが、
		旅先で服を選択するというのは何故かテンション上がります。
		そういえば一時期 ROUDOU で長期出張していた時期はコインランドリーでダラダラしてから松屋とかで朝ご飯を食べるのが土曜の午前中の過ごし方だった……
	

	
		
		
	

	
		フェリーでおなじみの光景といえば、誰が遊んでいるのか謎なゲームコーナーもちゃんとありました。そしてやっぱり誰も遊んでいないという。
		スロットが何台か設置されていましたが、まどかマギカ 2 は 2016 年の機種らしいので
		何十年も同じ機種が放置されているというわけではなさそうですね……
	

	

	

	
		部屋に備え付けのテレビの後ろ側を眺めてみると HDMI 端子がついていました。
		PC を繋いでいい感じに活用してみようかと思ったのですが、船上でテザリングはさすがに無謀なので画面が出たところで満足しておきました。
		ちなみにフェリーのスレが立つと大体船上でネットできない不安について語られますが、
		実際のところデータ通信の範囲でいえば瀬戸内海航路であれば余裕、今回のような太平洋航路であっても沿岸であれば虹裏程度なら問題なく可能です。
		とはいえ、当然ながら陸との位置関係や天候次第ではあるので常に安定して繋がるという前提では予定を建てないほうが良いでしょう。
	

	

	

	
		甲板上に掲示されている、有名な自殺防止のアナウンス。
		ここまでストレートに書かれてるってことはよっぽどの事があったんでしょうな……
	

	

	
		そして相変わらず風が強いもののいい天気で爽やかな甲板の風景。
		「シーパセオ」のようなおしゃれな観光船っぽい作りもいいけどこういういかにもフェリーって感じの無機質な甲板もいいものだ。
	

	

	
		ところで、今回はフェリーに乗るために東京に行ったようなものだったのですが、
		せっかくのフェリーでの一日は足腰がバキバキになっていて激痛に耐えながら過ごすという散々な時間になってしまいました。

		何故そんな事になってしまったのかというと、東京滞在中にせっかくだからと色々観光して歩き回ったせいなのですが、
		スレで「本当に行くほどのところじゃないな！」と突っ込まれた通り、傍から見ると「なんで…？」という場所ばかりですね。
	

	

	

	
		今回一番行きたかった場所がここ、千葉県ユーカリが丘の新交通システム「山万やままん」です。
		首都圏の広域路線図で「公園」「女子校」のようなシュールすぎる駅名とラケット型の経路をした謎の路線に見覚えがある「」もいるのではないでしょうか。
		路線図上では「ユーカリが丘線」と表記されることの多い路線がこの山万で、ニュータウンを開発した不動産会社がそのまま鉄道事業も行っているという珍しいケースです。
		逆に鉄道会社が不動産事業をやるケースは多い、というかほとんどの鉄道会社はそういう方向なわけですが。

		一周約 4km のこの路線、せっかくの機会なのでぜひ乗り鉄してみたくて訪れたのですが
	

	

	
		……運休でした。
	

	

	

	
		しかし何もせずに即帰るのはあまりにも悔しいので路線沿いに徒歩で一周してきました。
		現地について見れば路線図通りの雑なネーミングの公園駅。駅の後ろ側にはその名のとおり公園があります。
	

	
		
		
	

	
		女子大駅の近くで見かけた高圧線の鉄塔。スケール感の狂う大型構造物いいよね。
		ちなみに「女子大」駅とはいいつつ実際に女子大はなく、駅前にあるのは小学校です。
		実際に女子大を誘致したものの大学の移転は中止になり、駅名だけがそのまま残ったらしいです。
		和洋女子大学の関連施設はあるので嘘駅名とはではいかないのかも知れませんが……。
	

	

	
		ここは中学校駅。こちらはちゃんと中学校が近くにあります。
	

	

	
		ぐるっと回って井野駅周辺の一戸建て住宅地。線路の目の前ギリギリに家が建っているのが驚きです。
		戦前に作ったような路面電車ならともかく近年に建設した鉄道でここまで住宅の近くに線路が通しても
		騒音的な問題が発生しないのはゴムタイヤ走行の新交通システムのおかげですかね。
	

	


	

	
		2日目はまずここ、「高輪橋架道橋下区道」です。
		品川の地下鉄泉岳寺駅近く、IT 関係の「」には「NTT データの赤煉瓦のとこ」と言ったほうが通じるかもしれません。
	

		ともかく JR の線路の下を通る通路なのですが、以前は高さが 1.5m しかなく歩行者は中腰で通ることを強制され、
		車両はセダンが通るのがギリギリの高さなのでタクシーが通れば屋根の行灯が破壊されることから「行灯殺し」と呼ばれていました。
	

		現在は山手線、高輪ゲートウェイ駅の開業による再開発に伴ってこの付近は工事中となり、
		今回行った時点では歩道だけ通行可能で通路の高さは 1.7m に改善されていました。
		なお、1.7m なのは西側の入口付近だけで、中は数字は明記されていないもののもうちょっとまともに高さが確保されています。
	

		以前の 1.5m よりは遥かにマシになったものの、流石に今どきの人の体格を考えると 1.7m は厳しい。
		おそらく工事中の仮設通路なのでこんな高さで、完成する頃にはもう少し掘り下げて普通に歩けるようになるのだろうとは思いますが……。
	

	

	

	
		画像は高輪ゲートウェイ駅。なんか超きれいで新幹線の駅みたいだ！コンビニも無人式ですごい未来を感じる！
	

	

	
		次に行ったのが綾瀬水門。荒川と綾瀬川の間を結ぶ水門で、アニメ「SSSS.DYNAZENON」で象徴的に描かれていた場所です。
		いざ現地で見てみるとやはり圧が凄い！特に水門両脇に掲示されている標識の巨大で無機質な記号から漂ってくる謎のプレッシャーがぞわぞわします。
		私だけかもしれませんが。
	

	

	
		ちなみにこの日は一日かけて道と水門だけ見に行ったわけではなく、午後から音楽系同人イベント「M3」に行ってきました。
		今年の春は学園祭に行ってM3は諦めたので、秋はたっぷり音楽を楽しんできましたよ。
		こういう時は首都圏のイベントに行きやすい東京住みの「」が羨ましくなりますね。
		愛媛からだと往復の交通費だけで大変なことになる。
	

	

	
		そして3日目。
		この日は直前に知って慌てて予定変更したのですが、東京ビッグサイトでやっていた「ジャパンモビリティショー」に行ってきました。
		東京モーターショーが名称変更したんですね。
	

	

	
		その前に、午前中はこれまたわざわざ行くまでもないけど一度くらいは行ってみたかった新宿のスクウェア・エニックス本社ビルを見物に行ってきました。
		FF14に「床下から飛び出してくるスクエニビルで範囲攻撃」というギミックがあるので本物はどんなもんかと思ったんですが、あまり似てないな……
		ちなみに 1 階ロビーをのぞくと受付にドラクエのスライムのぬいぐるみが飾ってあるのが見えたのですが、記念写真取らせてくださいと言える雰囲気には程遠かったの諦めました。
	

	

	
		気が済んだので新宿からりんかい線直通に乗ってビッグサイトへ。
		会場につくとまずスーパーなカー達にお出迎えされました。
	

	

	

	
		これはいいフェラーリといいポルシェ。
	

	

	
		今回のモビリティショーは電気自動車を全面に押し出した展示が多いように思えました。
		これはいい電気トラック。
	

	

	
		これはダイハツのいい軽トラ「UNIFORM」。
		昔のゲームに出てきそうなローポリなデザインが素敵。
	

	

	
		これはいいゲームショー…ではなく、ステアリングにアクセルとブレーキの機能を組み込んで手だけで操作できるようにした操作システムのデモのようでした。
		これの何が良いかと言うと、足元のスペースを大きく確保できるので車椅子のまま乗り込んで運転することができるというところ。
		今までも歩けない人が乗り込みやすいようにシートがせり出したり、シート自体が車椅子として分離可能だったりしたものはあったのですが
		さらに進歩して市販の車椅子をそのまま使えるというのが利点のようです。
	

	

	
		これはかっこいいジムニーシエラ。
		このモデルが発売された直後くらいにディーラーで聞いてみたら「今注文いただくと次の次の車検くらいにはお渡し出来ます」
		(「次の車検」の誤記ではなく本当に「次の次」の車検なのだと…)
		というギャグみたいな回答を頂いたわけですが、今は納期どのくらいなんでしょうかね？
		軽の方のジムニーは割とよく見かけるのですが。
	

	

	
		現在も販売されている電動セニアカーの発展型で大きな荷物を載せられるキャリアをつけたり、
		シートの下部に荷物入れのコンテナを搭載したコンセプトモデル。
		これちょっと近所にお米とか買いに行く時にちょっと欲しいな……と思ったんですが、セニアカーなのでお、遅い……ってなるんだろうなと思い直しました。
	

	

	
		これはホンダのいい無人貨物輸送車。
		運用イメージとしてはトラックの代わりに公道を走るものではなく、工場内などの決まったルートを巡回して荷物を運ぶもののようです。
	

	

	

	
		そして何故か並催されていた「ジャパンミートショー」
		なんか肉のえらい人がプロデュースした屋台村的なイベントです。
		私はいい牛ハラミ丼といいフルーツティーを食べてきました。牛ハラミの濃い味付けの後にフルーツティーの爽やかな甘みが癒やされる……
	

	
		
		
	

	
		ミートショーの隣の南ホール (いつの間にか南ホールなんて出来てたんですね。昔のコミケのイメージで東西ホールしか知らなかった…) で展示されてた謎のロボ。
		ツバメインダストリの「アーカックス」という製品で、ちゃんと人が乗って操縦できる、かつ単なるコンセプト展示ではなく買うことが出来る製品らしいです。
		ちなみにお値段は 4 億円らしいです。「機動警察パトレイバー」の主人公機であるイングラムの 56 億 7 千万円という価格設定が
		実は割と現実的な設定だった？と思えてくるお値段ですね。
	

	


	
		と、こんな感じで普段ロクに運動もしないきつねが 3 日間歩き続けたわけですから、
		旅の終わりが近づいて一息ついた瞬間に疲労が全部まとめて筋肉痛として襲ってきたわけなのですね。
		実際の所、モビリティショーの時までは普通に歩けてたのにその日の夕方、フェリーターミナル行きのバスから降りようとしたところで急に立てなくなったので
		何事かと思いましたよ……。
	


	VR ヘッドセットを買った話 (2023 年 11 月 25 日)

	

	
		VR ヘッドセットの Meta Quest 3 を買いました。
		3 の発売に合わせて Quest 2 が大幅値下げされましたがせっかく買うならやっぱり最新型だよね。
		ストレージサイズについてはアプリは PC にインストールする前提だからまぁ小さい方でも良いだろうなってことで。
	

		買った時に初期設定にスマホが必須ですって言われたのでなんのこっちゃと思ったのですが、
		無線 LAN の接続設定やアカウントの設定はスマホアプリ上で行って HMD に転送する仕組みでした。
		転送の方法もスマホの画面上に QR コードを表示し、これを HMD 越しに見る。つまり HMD の内蔵カメラで認識させるというもので
		こりゃ未来だなと早くも感動しました。
	

		VR ヘッドセットは以前に htc Vive を試したことがあって、その時は Google Earth と VR カノジョをちょっと遊んだだけで感動したものでしたが
		さすがは最新機種、画質が大幅に向上していて、しかも Vive のような外付けのセンサー無しでも頭の向きや自分の立ち位置のトラッキングが出来ていることに驚きです。
		特に以前の機種はフルネルレンズ (カード型の虫眼鏡なんかに使われているレンズで、極めて薄く作ることが可能) 特有の同心円模様が目立っていたのですが
		この機種はパンケーキレンズなる新しい方式のおかげでそのような模様はありません。
	

		内蔵カメラのトラッキングについては自分の周囲の部屋の形状を認識して壁や障害物に近づきすぎると線を表示して警告してくれます。
		本体添付の AR 技術を使用したデモゲームで遊んでみると、この認識精度もかなり高いことに驚きました。
		現実の部屋の壁をぶち破って宇宙人が攻めてくる！というゲームなのですが、ちゃんと壁の位置にあわせてテクスチャが重ねられてその向こう側に穴が空いたように見えています。
	

	

	
		で、せっかく買った高価なヘッドセットで何をやったかといえば、まずは基本中の基本の Google Earthです。
		PC で遊べる Google Earth を VR 対応にしたというだけのものですが無限の広さの 3D ジオラマを自由自在に動かして
		その中に入り込めるとくれば、鉄道模型のジオラマとか大好きな自分としてはハマらざるをえない！
	

	

	
		次にやってみたのが「ぎゃる☆がん2」
		美少女ガンシューティングの「ぎゃる☆がん」シリーズで、正式に VR 対応しています。
		ちなみにこの一つ前に「ぎゃる☆がん VR」というのが出ていますが、これは 2 の VR 部分だけの体験版みたいなものなので
		正直今からやる必要はないです。
		ロードがクソ長かったり照準のトラッキング精度がガタガタだったりでまともに遊べたもんじゃないですし。
	

		対して期待していなかったのですがこれが予想以上の没入感で楽しかったです。
		モデリングはデフォルメ強め、特に女の子以外の背景はかなりシンプルに済まされているんですが、ディティールの雑さがかえって奥行きを感じさせるという謎クオリティ。
		画像でも書いているのですが、現実の自分が移動することでゲーム内の自分の位置も移動するので、女の子の横や後ろから眺めることも出来るというね。
	

	

	
		逆に内心超期待していたのですが悲惨なことになったのが Euro Track Simulator2…
		酔った。超酔った。やばいくらい酔った。駐車場から出発して道路に出て信号で止まるという数十秒だけで吐きそうになった……。
		前述の Google Earth やぎゃる☆がんで割と派手に視線を動かしても平気だったので VR 酔いは大丈夫だと思っていたのにまさかこんなに酷くなるとは思いませんでした。
		どうも運転席の内装と動く景色が見えていることで、感覚的にはその空間内に自分が存在するものと認識してしまっているようです。
		そして現実の運転なら感じるであろう加減速やカーブの横 G を当然ながら感じないのでその間隔の差で酔うと。
	

		Skyrim VR や Project CARS でも同じようなことになったので、しばらくは自分が動く系のゲームは控えて
		酔い止めを飲みながら少しずつ慣らしていこうと思います…
	


	伊豫稲荷神社に初詣 (2024 年 1 月 1 日)

	

	

	
		いつもは元旦はだらだら寝ているのですが今年は何か気が変わって元旦から初詣に行ってきました。
		一昨年も行った伊豫稲荷神社いよいなりじんじゃです。
		歴史ある神社でありながら片田舎の住宅地の中にあってあまり大勢が参拝に来るようには出来ていないので
		画像の鳥居をくぐって少し進むと参道が大行列になっていました。三が日も過ぎればすいすい歩けるほど空くというのにさすが元旦！
	

		そしてそんな行列が出来ていても、住宅街の生活道路なので普通に車は往来してなかなか通れずにえらい事になります。
		参拝客用の臨時駐車場もあるにはあるのですが、大混雑必至なので賢明な「」は公共交通機関で参拝されることをお奨めします。
		三が日は伊予鉄の終点、郡中港ぐんちゅうこうから臨時バスも出るよ！
	

	

	

	
		行列を抜けて境内に入ればほとんどの人は正面の拝殿にお参りするだけで帰ってしまいます。
		せっかくなので右手奥に控えるミニ千本鳥居を登って、九尾の狐を祀っていると言われる久美社きゅうびしゃにお参りします。
		九尾の狐といってもそんな禍々しいものではなく、小さいお社にお酒や油揚げ、画像にあるような手作りのきつねがお供えされているのどかな場所です。
		味わいある顔つきのお守り兼おみくじも売られています。
	

	

	
		お参りを済ませたら再度境内に戻ります。広い場所ではないのですが数件の屋台が出ていて、
		今年はホットチョコレートと東京ケーキなるカステラ菓子を買ってみました。
		というかこういう一口カステラってお祭りでよく見かけるやつですね。夏に行った三津浜の花火大会にも屋台が出ていたような気がする。
		ホットチョコレートはこれ自体は甘くないんですが、マシュマロを溶かして甘くしていただくというオシャレな飲み物です。
		コーヒーや甘酒もいいんですがチョコレートの香りと半分溶けたマシュマロの食感を楽しみながら身体を温めるのも良いものです。
	

	

	
		前述の通り、伊予鉄の郡中港駅との間に臨時バスが出ているのでバスで帰るのも良いんですが、せっかくいい天気なので駅まで歩いてみました。
		通りすがりに目に入ったのはめんつゆでお馴染みのヤマキとかつおぶしでお馴染みのマルトモの本社です。
		どちらも愛媛の会社だったんですね……。
		取り扱っている商品的に漁港が近い場所に本社があるのは自然ではあるのですが。
	

	

	
		郡中港に到着です。距離にして 2km くらいでお正月であれば交通量も少ないので、天気が良ければ徒歩で帰るのはおすすめです。
		向かいには JR の伊予市駅があるので、最寄り駅に合わせて好きな方に乗って帰れます。
	


	普段乗らないバスに乗った話 (2024 年 1 月 8 日)

	

	
		今年は1月4日、5日を休みにしてお正月休みを豪華に10連休！としたのはいいんですが特にやる事もなく、
		挙句に 8日 (月曜) が祝日であることを忘れて出勤しようとしたところで休みなのに気づきました。
		せっかく着替えたのにまた着替えて寝るのも逆に面倒なので、そのまま出勤したつもりで出かけて
		駅から知らないバスに乗って知らない場所に旅立ってみました。
	

		その前に松山市駅地下のサンマルクカフェで朝ごはんです。
		普段は朝食べないのでちゃんと朝食を食べてえらい！
		画像は期間限定の「ジャックダニエルBBQソースのホットサンド」スレでも突っ込まれましたが
		後から日記のネタにしようと思い立ったので食べかけの写真です。
	

		ちなみにジャックダニエルといえばウイスキーですが、これには特にウイスキーは使われておらず
		メニューにも「アルコールは入っていません」と明記されていました。
	

		さて、今回乗った知らないバスは後から調べたところ「市坪・はなみずき線」でした。
		松山市駅から南へ進み、石手川を渡ると東へ、そして「はなみずき通り」をまっすぐ北上して
		中央病院前を通過して松山市駅へ戻る、という環状ルートです。
		松山市南部の石手川と重信川、国道 33 号に囲まれた三角形のエリアの西半分をカバーする路線のようです。
	

	

	
		バスに揺られていると急に大きな鳥居があったので写真をパチリ。
	

	

	

	
		後で地図を見てわかったのですが川を渡ってから東進するルートは「椿神社」こと伊豫豆比古命いよずひこのみこと神社の裏参道だったようです。
		普通は東側の国道33号からお参りするものなのでしょうが、鳥居が建っているということは西側からお参りする人も多いのかもしれません。
		ただまあまあ交通量が多い割に歩道が途切れてたりするので、お参りには表から行くことをオススメします。
	

	

	
		帰りはちょっと寄り道して伊予鉄の石手川駅へ。
		ここは川の上の鉄橋に設置された駅で、ホームが半分ほど鉄橋にはみ出ています。
		同様の鉄橋上の駅といえば阪神の武庫川駅が有名ですが、あれほどモロに川の上ということはなく
		あまり鉄橋という印象はありません。
	


	愛媛マラソン 2024 (2024 年 2 月 11 日)

	

	
		昨年に続いて今年も愛媛マラソンを見物しに行ってきました。
		今年は朝方の天気が悪く、スタート直後くらいまではテレビ中継でもわかるくらいに雨が降っていたので選手の人たちが冷えて大変ではと思っていましたが
		昼前くらいから雨がやみ、午後には晴れ間が出てきたので良かったです。
	

		聞いたところによると、今年は職場の事務所から 8 人出場したのだとか。弊社はいつからそんなアスリートな会社になったんです？
		もっとも、どうも松山市民はマラソンが好きなのか普段から国道沿いはランニングしている人をしょっちゅう見かけますし、
		画像の写真を撮った国道196号沿いの会社は自社から出場している選手を応援する横断幕がビルの壁に掛けられていたりして、
		(割と地元企業の威信を掛けてるな……) などと思ったりしました。
	

	

	
		ところで、画像にも写真を載せているのですが、今年は沿道の駐車場にキッチンカーを出しているところがありました。
		最近流行ってますよねキッチンカー。弊社の近所にも平日のお昼時になるとキッチンカーがやってきてお弁当とかオシャレな感じのフードを売ってたりしています。
		……若干の割高感は避けられないので、私はもっぱらトップバリューのパンと揚げ物が昼食ですが。
	

	

	
		せっかくなので私も温まる白玉ぜんざいを一杯いただきました。
		天気が良くなったとはいえまだ若干冷えるところに暖かさと甘さが染みて、これはありがたい…
	

	

	

	
		昨年の愛媛マラソンのオススメ応援ポイントとして国道196号の北条バイパス入口を挙げたのですが、今年はそこからもう少し坂を上がったところで応援してみました。
		ここは松山〜堀江間の峠？を越える緩いカーブの上り坂が続くところで、時間的に復路なので坂を降りてくる選手がよく見える良いポイントになります。
		さらにバイパスの脇には側道と広い歩道があるので、会社で応援団的なものを結成しているところはここで応援している事が多いようです。
		弊社の応援団はいなかったようですが、弊社の出場選手にはちょうどここで遭遇しました。

		※後から聞いたところによると、弊社応援団 (?) はゴール地点で応援していたようです。
	

	

	

	
		今回見かけた街の応援団。
		どうもブラスバンドが応援の演奏をしていたようですが、残念なことに私は通りがかったタイミングが悪くて既に撤収準備をしているところでした。残念。
	

	

	
		コース沿道の会社は出場している自社の社員を応援する横断幕を挙げているところが結構ありました。
		もしかすると事務所でテレビ中継を見ながら応援してたりしたのかもしれませんね。
	

	

	

	
		今回見つけたいい隠れ応援ポイント。
		市街地の歩道橋などは観客が固まって通れなくなる可能性があるので応援禁止とされていますが、
		バイパス上を横断する道路なら咎められること無く堂々と応援できるんだぜ！
		……といっても、実はここまで登ってくるのが結構大変ですし、この辺りは歩道も十分広いので沿道で選手の間近で応援したほうがずっと良いわけですが……
	


	ひろめ広場 (2024 年 2 月 23 日)

	

	
		前々から高知に旅行した「」が口を揃えておすすめする「ひろめ広場」に行ってきました。
		ひろめ広場というのは高知にあるいわゆる屋台村的な施設で、最近では観光スポットとしてもアピールされています。
	

	

	

	
		この日は残念ながら天気が悪く、雨が降っていただけでなく寒さと風も半端なく、強い横風に煽られながら慣れない高知道を走るのは怖かったです。
		震えながら駆け込んだ高知道、立川 PA で温まるためにいただいたのがこれ、高知県大豊町の名物の「立川そば」です。
		太く短いのが特徴で麺類と言うよりはかたまりといった感じの食感です。
		そばがきがこういう感じの食感なのでしょうか。
	

	

	
		ひろめ広場はもっぱら飲み屋のフードコートなので夜に行くとして、昼間はちょっと観光してきました。
		まずはなにかの機会があれば行きたかった「地球 33 番地」です。
	

	

	
		ここは東経 133 度 33 分 33 秒、北緯 33 度 33 分 33 秒というゾロ目の座標である場所です。
		だから何なのかと言われればそれだけなのですが、このようなゾロ目の座標が市街地にあるのは珍しいケースなんだそうで。
	

	
		
		
	

	
		ちなみにゾロ目ポイントはこのモニュメントではなく、背後の川の中なのでこのように記念測位用？の場所が用意されています。
		実際に測位してみるとこの通り、確かにゾロ目になっています。
		ちなみに緯度 0.1 秒は約 3m なので、天気が良ければもう少し頑張って小数点以下までゾロ目になる場所を探したと思いますが雨の中で探す気力は起こりませんでした。
		あと、ゾロ目になるのは TOKYO 測地系というちょっと古い世代の座標系なので、現在のスマホなどの GPS でデフォルト設定だと派手にずれる可能性があります。
	

	
		
		
		
	

	
		モニュメントの西側の通りは「地球 33 番地通り」と名付けられている他、
		この周辺は何かと 33 番地推しのようです。
	

	

	

	
		測位して満足したら高知を走る路面電車であるとさでんに乗って移動します。
		市街地の中心部以外はこんな感じの専用軌道になっていますが、この柵もないようなギリギリのサイズ感いいよね…
	

	
		
		
	

	
		とさでんで見たかったスポットがここ、清和学園前、一条橋の両駅です。ここの駅間距離は 63m しかなく、日本一短いそうです。
		写真やストリートビューではそれほど近く見えないんですが現地に行ってみると近さを実感できてとても良かったです。
		清和学園前駅の眼の前にある神社の階段を登ったところからだと近さがわかりやすいです。
	

	

	
		ところでこの日は JR 高知駅の駅前広場でフェス的なイベントが開催されていたのですが、
		前述の通り朝から雨だったのでほとんどお客さんがいない可愛そうなことになっていました。
		午後になると雨も上がって歩きやすくはなっていたのですが残念ながらそれほど客足は戻っていないようでした。
	

	

	
		フェスといえばフード、かどうかはともかく、会場には出店もたくさんいてご機嫌なフードやドリンクが売られていました。
		私も写真のホットチリチョコレートとシアトルドッグをいただきました。
		ホットチリチョコレートはチリ、つまり唐辛子が入ったチョコレートなのですが、辛さを感じるわけではなく、
		しかし唐辛子特有の熱くなる感覚をほのかに感じる不思議な食感でした。
		シアトルドッグはフライドオニオンとクリームチーズがたっぷり入ったホットドッグで、これまた雨の中歩いて冷えた身体に効く旨さでしたよ。
		これを食べているときにはちょうどフェスのフィナーレでいい感じの民族音楽を演奏されていて、通りすがりの短い時間ではありますがご機嫌なフェスを堪能してきました。
	

	

	

	
		今回はひろめ広場で飲む前提で来たので、ちゃんとホテルを予約しておきました。
		チェックインしたらいざ、ひろめ広場へ出動です！
	

		入口にいきなりラーメンの屋台が出ていたりしてテンション上がったのですが
		館内は恐ろしいほどの混雑で、どの店で呑むかなんて選んでる場合じゃ無いくらいでした。
		平日ならもうちょっとゆっくりできるんでしょうけどね……。
	

		持ち帰り可能なお店もいくつかあったのですが、せっかく来たのにお持ち帰りのみは負けた気がするので
		とりあえず手近な空いている店に入って一杯やることにしました。
	

	
		
		
	

	
		まずはウツボのタタキ。これを食べに来たようなものだったのでとりあえずは目標達成です。
		しっかり魚の食感がある場所とゼラチンがトゥルトゥルした場所が共存しているのが面白い食べ心地でした。
	

		次に食べたのはこのカツオのユッケ。
		カツオといえば定番のたたきでもいいのですが、せっかくなので変わったものを食べてみようかと。
		そういえばカツオをこういう濃い味付けで食べることってあんまり無かったなぁと思いました。
	

	
		
		
	

	
		とりあえず店で一杯やって満足した後は二軒目に入ることもままならないので諦めて帰ることにしました。
		帰りがけにテイクアウト可能なお店で買ったウツボの唐揚げにクジラの舌、そしておみやげコーナーで買った
		高知のローカルドリンク「ごっくん馬路村」と謎の高知県警コラボのビスケット「警察ミレー」です。
	

	

	

	
		翌日はちょっと足を伸ばします。ナビの設定を間違えて意味もなく高知道に乗る羽目になって危うく松山に帰ってしまうところでしたが、なんとか復帰できてよかったよかった。
		今日の目的地は「道の駅やす」。眼の前にはごめん・なばり線の夜須駅があり、駅前ではやなせたかし先生デザインのにんぎょちゃんがお出迎えしてくれます。
	

	

	
		そして真の目的地はこれ。
	

	
		
		
	

	
		手結てい港可動橋です。手結漁港の南側との通行を改善しつつ漁港へ出入りする船舶の出入りを確保するという目的を両立するため、
		このように大きくせり上がる橋を作ったようです。
		橋が上がる時は踏切のように手前に遮断機が降りてから、約6分かけてゆっくりと上がります。
		橋が動く時はほとんど駆動音がしなくて、ゆっくり動くのも住宅が近いために静粛性を重視したのかもしれません。
		橋が上がる様子は動画に撮ってスレを立てた時に貼ったのですが、等速で見ると動いていないように見えるという「」の感想が面白かったです。
	

		写真で見てもなかなかに異様な光景ですが、実際に現地に行って自分の目で見るとバグってんじゃないか感がすごいです。
	

	

	
		反対側に回ってみると道路がガッツリ立ち上がっているのに加えて遮断器のすぐ先でいきなり道が途切れているので異質感がすごいです。
	



	中島汽船 松山〜中島 (2024 年 3 月 30 日)

	

	
		松山市では 3 月頃、平日はまあまあ良い天気なのに休日になると天気が崩れるという日々が続いていました。
		そのおかげで秋から冬にかけて深刻な水不足に陥っていたのがようやく回復したので必ずしも悪いことだとは言い切れないのですが……。
	

		そんなこんなで月末になってようやく土曜日が良い天気に恵まれたので、久しぶりにフェリーに乗るためお出かけしてきました。
		今回は島をサイクリングしようと思い立ったので、いつものエブリイではなく自転車で行ってきましたよ！
	

	

	
		今回行ったのは松山の北西部、忽那くつな諸島で最大の島、中島です。
		前に花火大会を見に行った三津浜港から約 1 時間、以前行ったことがある興居島ごごしま程ではないですが
		松山から気軽にフェリーの旅を楽しむことができます。
	

	

	
		三津浜みつはま港のフェリーターミナルの様子です。広島行のフェリーが発着する松山観光港とは違い、若干古くて小振りなターミナルです。
		綺麗で大きなターミナルもいいんですが、こういう雑多な雰囲気の中を人が行き交う雰囲気もいいよね…
		建物の裏手には自動車、バイク用の待機レーンがありますが、自転車や原付きは特に待機場所がなく、
		乗船口の脇に適当に置いて待っててくださいくださいという割とぞんざいな扱いでした…
	

	

	

	
		朝から良い天気で暖かな空気の中で待っているとフェリーがやってきました。
		ちなみに写真の右手方向には以前行ったことがある市営の渡し船である「三津の渡し」があります。
		待っている間にぼんやり岸壁の下の海を眺めてみると意外と大小様々な魚が泳いでいたのが印象的でした。
		フェリーだけでなく漁船の往来も頻繁にあるでしょうし魚は警戒して寄り付かないのではないかと思っていたのでちょっと意外です。
		フェリーが途中で寄港する睦月島、野忽那島は岸壁で釣り糸を垂らす人がたくさんいましたが、
		今回乗った船にも島に魚釣りのために行く人が多いようで、乗船口に並んでいる人の中には釣具らしきバッグを抱えた人がたくさんいました。
	

	

	
		
		
	

	
		島との往来のための船はせいぜい数十分程度の航路であるためか小型で簡易的な作りをしたものが多いのですが、
		この船は意外と大きく、ちゃんとした車両甲板がある広島便と同じくらいのサイズでした。
	

		航海中、自動車の場合はタイヤに輪止め (タイヤが動かないようにする木やゴムの固定具) を噛まします。
		バイクや自転車はどうするのかと思ったらゴムバンドで手すりに縛り付けるという大雑把な固定方法でした。
		まあ波の穏やかな内海で、大した重量でもないのでこの程度で十分だとは思いますが。
	

	

	
		
		
	

	
		船室も離島向けの便にしては十分な広さがあります。
		椅子席や定番のカーペット敷きの雑魚寝席、最近の時代に即してか、お一人様用の席も船室中央部に設置されていました。
		売店もあるよ！
	

	

	
		この船の有名な？点として、売店でおでんが売られているというところがあります。
		私も早速買ってみました。飲み物はこのわざとらしいメロン味！のクリームソーダです。

		おでんの具は色々ありましたが今回はお試しで卵と大根を。
		卵はちょっと煮えすぎて固くなっていた気がします。早朝の第1便で朝ご飯に食べるとちょうどいい煮え具合だったのかもしれません。
	

	

	
		航路は興居島の横をぐるっと回って忽那諸島へと向かいます。
		天気が良い日は青空と青い海、緑の島の美しい風景を眺めながら船旅を楽しむことができます。
	

	

	
		
		
	

	
		島の東岸、大浦港に到着しました。

		到着したはいいんですが、特にやることはないので手始めに島の中央の秦ノ山たいのやまに登ろうと思いました。
		…のですが、たかが小さい島の山だろ？と正直甘く見すぎていました。
		標高 289m といえばそれほど大きな山ではないのですが、この小さい島でその高さということはどれほどの急斜面になるか、
		そしてそれを自転車に乗って、もしくは押して登るのがどれほど大変かと……
	

	

	
		山を登る途中で見かけたみかん畑。
		この島は公式に「みかんとトライアスロンの島」をキャッチフレーズとするだけあって、島中の至るところにおみかん…の畑がありました。
		秋頃になると県内のスーパーなどで中島みかんをよく見かけるようになります。
	

	

	
		なんとか頂上の秦ノ山城跡まで登りきりましたが、途中で何度諦めて引き返そうかと思いましたよ……
		城跡ということで歴史を説明する看板は建っていましたが、現在は周辺のみかん農家が使うためのリフトの発着場と集荷用のトラックの駐車場、
		それに島をカバーする携帯電話の基地局が設置されています。
	

	

	
		天気が良ければここから島の風景を見下ろすことができるのですが、残念なことに登りきった辺りで曇ってきてしまいました。
		雨が降らなかったのだけは助かりましたが。
	

	

	

	
		そんなこんなで下山して島唯一のスーパーで休憩です。
		チェーン店じゃないローカルスーパーの微妙な雰囲気いいよね……
		登りは大変だったけど下りは楽ちんだぜー！とか思っていたのですが、降り初めて1秒でこれブレーキがいかれる奴だ…ってなって結局延々押して降りました。
	

		島唯一のお店なだけに中は食品だけでなく、服や雑貨、靴なんかも広く取り扱っていました。
		フジ (中四国のチェーン店) でいえば食品館と生活館が一緒になった感じでしょうか。
		この日は生鮮食品の売り場が全部しまっていましたが、多分休日だからで平日はこれらの売り場もちゃんと開いてるんだよね…？とちょっと不安になりました。
		10分で松山本土に渡れる興居島と違ってここが機能不全だと割と生活基盤としてはキツいからな……
	

	

	

	
		ここからは自転車で島一周を試みました。一周は約 20km、結果から言うと約 2 時間で一周しました！ママチャリで！
		ちなみにこれは島の北東部、粟井地区で見かけたいいシーパセオと北条鹿島。
	

	

	
		途中で遭遇した (読み方が) 謎のバス停。ちなみに「にょう」と読み、豊か、ゆとりがあるとかいう意味らしいです。
		中島はフェリーを運行している中島汽船が運営する島を一周するバスが走っていますが、
		翌日からのダイヤ改正に備えて各バス停の時刻表張替え作業をやっていました。
		島を一周する県道 41 号はちょうどバスの経路と重なるので、このワゴン R さっきもすれ違ったな ?? ってなりました……
	

	

	
		島西岸の西中港。
		今回乗ったフェリーが忽那諸島の東側の島を結ぶ「東線」なのに対して、西側の島を結んで中島へと到着する「西線」がここに発着します。
		とはいえこちらは本数が少ないので「」が観光目的で訪れる際には東線を利用することをオススメします。
	

	

	
		途中で遭遇した謎のアート。
		島の南側にあるいくつかの倉庫などの建物にこのようなグラフィティアートが描かれていました。
		個人的には「ダイイングライト 2」の壁画収集を思い出しました。
	

	

	
		途中で遭遇した「中学校」バス停。
		この雑なネーミングは先日行ったユーカリが丘線を思い出すところです。
		地域内に唯一の中学校であるという点は共通するのですが、こちらは人口減少で唯一の中学校になったという悲しい事情が…
		ちなみにここの中学校は周辺の島の子供も通うようで、学校の隣に寮が設けられています。
	

	

	

	
		この後無事大浦港まで到着し、松山に帰宅しました。
		延々自転車で走っただけの一日といえばそれまでなのですが、こうして GPS ログという形で記録に残ると
		なんだか頑張ってやり遂げた感が出てきて充実した一日だったような気になりました。
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